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各  位 
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問 合 せ 先 常 務 取 締 役      木 下  朝 太 郎 
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ソフトブレーン株式会社との業務提携に関する協議開始のお知らせ 

 

当社は、ソフトブレーン株式会社（本社：東京都中央区、証券コード：4779）（以下、「ソフトブレーン」）

と、下記のとおり業務提携を行うことについて協議を開始いたしました。 

 

記 

１．業務提携の目的 

当社は、Web サイト・メール・電話などのマルチチャネルで企業とお客様のコミュニケーションをトー

タルサポートすることを目的としたクラウドサービスを提供しております。 

顧客企業に複数のサービスをカスタマイズ・連携させた提案を行うことで、利用いただく担当部門の運

用にフィットし、継続的に利用可能なサービス提供を行っております。 

一方、ソフトブレーンは非管理部門の業務効率化を支援する SFA 製品である『eセールスマネージャー』

を顧客企業へ提供し、累計導入企業数は 4,000 社を超えています。マーケティング部門やコールセンター

部門とも連携できる機能をカスタマイズする等、顧客企業の利便性及び満足度を高める提案を推進してい

ます。 

本提携は、こうした両社の顧客企業に対するサービスのカスタマイズ提案、利便性及び満足度の向上を

推進するという事業戦略上の共通点をもとに、両社の保有する製品及びサービス、顧客基盤、営業リソー

スを互いに有効活用し、さらなる高付加価値なサービスを提供したいと考えております。 

 

２．業務提携の内容 

本提携の骨子として、プロジェクト推進チームを設置し、(1)クロスセリングの推進、(2)製品の共同開

発などの実現に向けて協議・検討を行いたいと考えております。 

（1）クロスセリングの推進 

それぞれが提供するサービスを互いに販売するための、潜在的なニーズの調査やマーケティング戦略

の策定、個別および連携サービスの提案 

（2）製品の共同開発 

両社がこれまで蓄積してきた技術力、実績、経験を有効活用し、ニーズを形にした新サービスの創出 

 



３．業務提携先の会社概要 

（１）名 称 ソフトブレーン株式会社 

（２）所 在 地 東京都中央区八重洲二丁目３番１号 

（３）代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 豊田 浩文 

（４）事 業 内 容 

・eセールスマネージャー関連事業 

・フィールドマーケティング事業 

・システム関連事業 

・出版事業 

（５）資 本 金 826,064 千円（平成 28 年３月 31 日現在） 

（６）設 立 年 月 日 平成４年６月 17 日 

（７）大株主及び議決権比率 株式会社フュージョンパートナー 45.57％ 

（平成28年８月12日現在） 宋 文洲 9.85％ 

（８）上場会社と当該会社との間 

の関係 

資 本 関 係 
平成 28 年７月 14 日現在、当社の当該会社に対

する議決権所有割合は 45.57％です。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

  平成 25 年 12 月期 平成 26 年 12 月期 平成 27 年 12 月期 

 連 結 売 上 高 （千円） 4,416,850 4,934,788 6,117,155 

 連 結 営 業 利 益 （千円） 492,783 568,508 678,459 

 連 結 経 常 利 益 （千円） 492,787 578,800 679,196 

 連 結 当 期 純 利 益 （千円） 391,273 252,726 373,338 

 １株当たり連結当期純利益 （円） 13.37 8.64 12.76 

 １ 株 当 た り 配 当 金 （円） - - - 

 連 結 純 資 産 （千円） 2,722,910 3,011,501 2,867,759 

 連 結 総 資 産 （千円） 3,667,814 4,145,913 4,401,519 

 １株当たり連結純資産 （円） 80.70 89.34 93.60 

 

４．今後の見通し 

当社は、既存事業の連携による拡大だけでなく、お互いの強みを活かした新規サービスの開発および新

規事業ドメインへの進出などを考えております。 

本提携により、両社が CRM および CMS 領域におけるクラウドサービス業界のリーディングカンパニーに

なるべく邁進し、両社の企業価値向上を図ることができるものと考えております。 

なお、業務提携契約締結までの日程および業績に与える影響については、確定次第速やかにお知らせい

たします。 

以 上 


